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はじめに
馬介在療法（Equine-assisted therapy, �ipp�thera-�ipp�thera-

py）は，身体や精神に障害のある人に対して一定の改
善効果をもたらすことが広く知られるようになり，従
来の医療を補完する補助医療の一手段として，その応
用価値が高まっている。馬介在療法は手段として，生
き物である馬を用いるという点で特殊であり，画一的
な実験条件を設定することが容易でないこともあっ
て，馬介在療法に関する研究は他の一般の医学分野に
くらべて進んでいないのが現状である。しかしなが
ら，馬介在療法に関する科学的研究報告は海外では
2000 年代から増え始め，年々増加の傾向にあり（表
1），日本国内においても同様の傾向が認められる。
そのため，現時点で馬介在療法の研究動向を知ること
は意義があるものと思われる。本稿では国内外におけ
る研究成果の一端を紹介する。

海外学術誌における発表論文の分野別傾向
海外での研究報告は作業療法あるいは理学療法の分

野からの研究成果にもとづくものが多く，客観的な評
価方法を採り入れた知見が報告されている。1998 年
以降の主要な発表論文（PubMed 登録論文）で対象と
なっている疾患別では，脳性麻痺 11 報，運動・歩行
障害 4 報，多発性硬化症 2 報，脊柱側弯症 1 報，ダ
ウン症 1 報，自閉症 1 報，知的障害 1 報，注意欠陥
多動症 2 報，統合失調症 1 報，脳卒中 1 報，背部痛
み 1 報などがあり，また一般人が対象では，高齢者 1
報，青年・小児 2 報などがある。また，総説や解説
が数報発表されている。したがって，馬介在療法の対
象者としては脳性麻痺や運動障害に関連した報告が多
いと言える。また，効果の判定に関する評価指標とし
ては，歩行速度，歩幅，粗大運動，関節可動域，姿
勢，筋力バランス，酸素消費量などが用いられ，解析
手法として筋電図や画像解析などが用いられている。

主な研究論文の概要
1）　海外誌

脳性麻痺の患者（児童）における馬介在療法の効果
に関して，比較的まとまった研究を初期の頃から実施
しているのは，McGibb�n, N.�. と Benda, W. のグルー
プである。McGibb�n, N.�. ら（1998）は，痙直性脳
性麻痺児の歩行，エネルギー消費，運動機能に関する
馬介在療法の効果を報告している。9 ～ 11 歳の痙直
型脳性麻痺児 5 名に対して乗馬（30 分 / 回，週 2 回，
8 週間）による身体的変化を観察した。乗馬プログラ
ム前の対照期間（8 週間）および乗馬プログラム実施

（8 週間）前後における歩行時の心拍数（回 / 分），歩
幅（cm），歩調（歩数 / 分），歩行速度（m/ 分）およ
び粗大運動（歩行＋ジャンプ）を指標として，乗馬に
よる効果を検証した。その結果，心拍数から換算した
一定条件の歩行時のエネルギー消費量（平均値±標準
偏差）は 8 週間の対照期間の前後で，3.0 ± 4.3（前）
および 3.1 ± 4.1（後）とほとんど変化がなかったの
に対して，8 週間の乗馬プログラム後では 1.3 ± 1.1
にまで大幅に減少した。また，粗大運動得点は，対照
期間では前後で 17.4 ± 13.3 および 17.6 ± 13.0 と変
化がなかったのに対して，乗馬プログラム後では
26.8 ± 14.7 と大幅に増加（改善）した。これらの指
標の改善は 5 名の児童全員から得られている。エネ
ルギー消費量の減少は，歩行を行う際に要求される酸
素消費量が減少したことを意味しており，歩行動作が
より楽に効率よくなされるようになったことを示唆し
ている。この論文の著者（McGibb�n, N.�. ら）は，
乗馬プログラムによって股関節の動きや重心移動が効
率的になったことと，乗馬によって歩くことへの意欲
が高まったことも改善効果をもたらした要因であると
考察している。

Benda, W. ら（2003）は，脳性麻痺児における馬介
在療法後の筋肉対称性の改善を報告している。15 名
の脳性麻痺児を 8 分間の乗馬プログラムを受けるグ
ループ（7 名）と乗馬の替りに模擬馬（樽）に同じ時
間だけ乗せるグループに分けて，プログラム直後の体
幹部などの身体部位の左右非対称性がどのように変化
するかについて筋電図を用いて調べている。乗馬プロ
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表 1　馬介在療法の身体効果に関する主な海外誌発表論文（1998 ～ 2013.2）
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グラム前後における非対称性の変化率（改善率）は，
乗馬グループで平均 64.6%（18.2 ～ 97.7%）であった
のに対して，模擬馬グループでは -12.8%（-185.2 ～
68%）であった。このことは，単に模擬馬に乗るだけ
では身体の改善効果はなく，実際に複雑な揺れを伴う
馬に乗ることが身体バランスの向上に効果があること
を示している。

次いで，McGibb�n, N. �. ら（2009）は，より多く
の脳性麻痺児に関して，短時間および長期間の乗馬プ
ログラムによる身体変化を観察した。短時間のプログ
ラムでは，乗馬グループ（25 名；男子 16，女子 9），
模擬樽グループ（22 名；男子 11，女子 11）につい
て，10 分間のプログラム実施直後における大腿内転
筋の左右非対称性を比較したところ，乗馬グループで
は平均 41.2% の改善が認められたのに対して，模擬
樽グループでは，−0.01% と改善効果が認められな
かった。また，6 名の脳性麻痺児に対して行った 36
週間の長期間観察（対照期間 12 週間＋乗馬プログラ
ム期間 12 週間＋乗馬プログラム終了後の経過観察期
間 12 週間）（図 1）では，内転筋左右非対称性の改善
率が対照期間終了時点で 9.4% であったのに対して，
乗馬プログラム終了時点では 43.8% と大きくなった。
さらに，乗馬プログラム終了後 12 週間を経過しても
左右非対称性の改善率が 53.2% と高いレベルで維持
されていた。同じ児童の粗大運動スコアは，対照期間
前後で 54.1，54.3 と変化がなかったのに対して，乗

馬プログラム終了時点で 58.6，12 週間の経過後にお
いても 59.3 と乗馬プログラム前に比べて高いレベル
が維持された。この報告結果は，脳性麻痺児における

表 1　続き

図 1　 内転筋の左右非対称性の改善効果（A）および粗大運
動能力の評価点（B）
T1：対照期間（12 週間）の開始時　T2：対照期間
の終了時　T3：乗馬プログラム（12 週間）の終了時　
T4：乗馬プログラム終了後 8 週目

（McGibb�n, N.�. ら（2009）の報告をもとに筆者が
作図）
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大腿内転筋の左右のバランスや身体運動能力が乗馬に
よって改善され，その効果は少なくとも 12 週間にわ
たって維持されることを明らかにしている。このよう
な持続的な効果は，児童の成長によるものだけではな
いことが，対照期間における変化がほとんど生じてい
なかったことからも推測される。

Shurtleff, T.L. ら（2009）は，痙性両麻痺をもつ脳
性麻痺児の体幹 / 頭部の安定性と上肢の運動性の改善
効果に関する研究を行った。いずれも乗馬経験がない
脳性麻痺児 11 名（5 ～ 13 歳；平均 8 歳）と脳性麻痺
をもたない児童 8 名（5 ～ 13 歳；平均 8 歳）に，12
週間の乗馬プログラム（1 回につき 45 分，12 回）の
実施前後および乗馬プログラム終了後，12 週目の体
幹部，頭部，上肢の運動性を画像解析（モーション
キャプチャ）を用いて分析している。体幹部や頭部の
運動性は，電気振動台に乗せて一定振幅，周期の振動
を与えることによって測定している。その結果，乗馬
プログラム実施前に比べて頭部運動のばらつき（不安
定さ）の有意な減少が乗馬プログラム終了時点および
終了後 12 週間経過後にも観察された（図 2）。また乗
馬プログラムによって体幹部の上下振動刺激に対する
安定性の向上が観察された。さらに，上肢の運動能力

（目標物への到達時間，到達効率）の有意な増大が同
様に観察された。これらの結果は前述の McGibb�n, 
N.�. ら（2009）の報告と同様に，12 週間など一定期
間にわたって乗馬プログラムを与えた場合の身体運
動，身体バランスの改善効果はその後も比較的長期間
にわたって維持されうることを示している。

2）　国内誌
国内の研究者による研究では，慶野らの脳卒中患

者，発達障害者などを対象にした研究が多く発表され
ている。慶野らは独自に開発した身体機能評価基準

（�EIP scale）を用いて，乗馬による姿勢，上肢運動
などに一定の改善効果が生じることを明らかにしてい
る。また，精神状態の評価基準（�EIM scale）を用
い，広汎性発達障害児の情動，コミュニケーション能
力，常同行動などに変化が現れ，改善されることを報
告している。井原ら（2012）は，乗馬プログラムに
よって側弯症が改善される過程を X 線像をもとに実
証している。倉恒ら（2009，2010）は，不登校・引
きこもり者への乗馬・馬とのふれあいプログラムの実
施によって，睡眠の質の向上，昼間の活動時間の延
長，交感神経緊張緩和が生じることを報告している。

その他の研究事例
1）　幼児・児童における自律神経反応
筆者（局ら）は，発達障害などを含む 6 名の幼児・

児童に対して実施した 5 分間のポニー乗馬の前後で
指尖脈波の記録による心拍変動解析を行ったところ，
自律神経活動は乗馬後に交感神経緊張が相対的に低下
することを示している（図 3）。これらの結果より，
乗馬プログラムは身体運動能力の改善だけでなく，自
律神経機能に対してもリラックス効果など良い刺激を
与え，日常生活を改善させうることが示唆された。

2）　高齢者の乗馬効果
また，適度な乗馬運動は高齢者にとっても，睡眠の

質の向上，歩行能力の改善など健康改善に寄与する可
能性が考えられる。

図 4-1 ～ 6 は，千葉県における高齢者（男女 37 名，
平均年齢 76.7 歳）を対象にした乗馬効果をまとめた
結果である。本調査は，千葉県内の複数の医療機関の

図 2　頭部角度運動のばらつき（標準偏差）の変化
Pre：乗馬プログラム前　P�st1：乗馬プログラム

（12 週間）の終了時　P�st2：乗馬プログラム終了後
12 週目

（Shurtleff, T.L. ら（2009）の報告をもとに筆者が作
図）

図 3　 乗馬の直前直後における自律神経活動および心拍数
の変化
LF/�F：高周波数領域のパワー値に対する低周波数
領域のパワー値の比率。この値が高いほど交感神経
緊張が副交感神経緊張に対して相対的に高くなるこ
とを意味する。
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図 4-1

図 4-2

図 4-3 図 4-6

図 4-4

図 4-5

図 4　高齢者の乗馬体験に関する対象者条件（図 4-1）およびアンケート調査結果（図４-2 ～ 6）
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職員，附属施設および馬介在療法の経験が豊かな乗馬
施設の協力のもとに実施されたものである。乗馬（引
き馬，常歩）によって，身体のぬくもり，柔軟性，呼
吸機能，満足感などが多くの人で高まることが示され
た。

乗馬による精神的効果
これまでの国内外の研究によって，乗馬および馬と

のふれあいによって精神面での改善効果がもたらされ
ることが知られている。軽度知的発達障害（自閉症，
多動症など）では，①学習能力の向上，②落ち着きの
向上，③表情，表現力（言語，発声）の向上，④コ
ミュニケーション力の向上，⑤社会性の向上などがみ
られる。また不登校，引きこもりでは，①自律神経機
能の改善，②睡眠-覚醒の質の向上，③不安，慢性疲
労の改善，④自尊心の高まり，などが観察されてい
る。

上述したような身体効果がどのようなメカニズムで
もたらされるか興味深い。馬介在療法では，乗馬によ
る体性運動・感覚刺激が脳脊髄の神経系に刺激を与
え，身体の新たな適応能力が開発されるものと推測さ
れる（図 5）。しかしながら，このような推測を直接
証明した研究報告は見当たらない。理学療法，作業療
法，内科，臨床心理，リハビリテーション学など様々
な分野における知見が集積されることによって全体像
が描かれるようになるものと思われるが，対象が人で
あるかぎり機序のすべてを明らかにすることは極めて
困難である。このことは馬介在療法にかぎらず，すべ
てのセラピーに共通して言えることではないかと思わ

れる。

結　語
これまで述べてきたように，馬介在療法は人の肉体

および精神の改善に優れた効果をもつことが明らかで
あるが，良い効果を生むためには患者（クライアン
ト）に対する適正な乗馬プログラムが適用されること
が前提であり，綿密な実施計画とプログラムの適正さ
に関する客観的な評価が不可欠なものと思われる。
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